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▽
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
団
地
再
生
事
業
の

推
進

▽
東
郷
駅
周
辺
の
空
き
店
舗
の

活
用
を
検
討

▽
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

く
、
市
内
全
域
の
空
き
家
実

態
調
査
と
、
所
有
者
へ
の
適

切
な
管
理
を
促
進

お知らせ

【
①
子
育
て
支
援
か
ら

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

ま
で
】

▽
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
の
拡
充

や
認
定
こ
ど
も
園
の
増
加
に

よ
る
、
子
育
て
環
境
の
充
実

▽
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
、
国
の
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
事
業
を

実
施

▽
小
・
中
学
校
施
設
の
延
命
、

▽
平
成
29
年
度
大
会
開
催
に
向

け
、準
備
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
他
、

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

豊
か
な
市
民
生
活
の
た
め
に

安
全
性
の
確
保
と
機
能
を
向

上
▽
大
学
と
連
携
し
た
教
員
向
け

研
修
の
充
実
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
放
課
後

学
習
指
導
を
実
施

▽
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の

提
供
、
学
校
を
核
と
し
た
食

育
の
推
進
事
業
を
実
施

▽
医
療
、介
護
、予
防
、住
ま
い
、

生
活
支
援
を
、
包
括
的
に
確

保
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
を
推
進

▽
日
常
生
活
圏
域
ご
と
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
推
進

▽
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
、
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
を

実
施

▽
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

て
、健
康
教
育
や
健
康
相
談
、

訪
問
指
導
を
充
実

▽
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
医
療
費
の
適
正
化
の

取
り
組
み
を
継
続

【
②
世
代
を
超
え
た

生
活
環
境
づ
く
り
】

▽
全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読

書
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進

▽
学
習
や
市
民
活
動
に
関
す
る

情
報
発
信
に
よ
る
、
生
涯
学

習
の
推
進

▽
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
を
拠
点
と

県
と
と
も
に
プ
レ
大
会
を
実

施

し
、「
音
楽
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
し

た
文
化
芸
術
活
動
を
充
実

▽
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
設
立
と
運
営
に
向
け

た
取
り
組
み
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
資
産
の
有
効
活
用
に

よ
る
市
民
の
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
支
援

▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
東
郷
駅
宗
像

大
社
口
に
設
置

▽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
弁
護

士
相
談
や
、
未
然
防
止
の
た

め
の
出
前
講
座
の
継
続
実
施

▽
次
期
「
宗
像
市
環
境
基
本
計

画
」
策
定
に
向
け
、
市
民
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
や
自
然
環
境

調
査
を
実
施

▽
民
間
企
業
の
バ
イ
オ
マ
ス
施

設
整
備
を
促
進

▽
継
続
的
な
人
権
教
育
や
啓
発

を
実
施

▽
市
民
一
人
一
人
が
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
推
進

立会演説会では積極的に立候補者へ質問
（日の里西小）

市民図書館が開催している「おはなし会」

初めての投票を体験した児童（河東西小）

模擬選挙ってどんな授業？

なぜなに選管
市
　
か
　
ら

●
日
程
　
５
月
９
日
（
月
）
〜

平
成
29
年
３
月
21
日
（
火
）

の
毎
週
月
曜
日
（
全
45
回
）

＊
変
更
の
場
合
あ
り

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
同
４
時

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

　
１
０
１
会
議
室

●
内
容
　
聴
覚
障
が
い
や
、
手

話
に
つ
い
て
学
習
し
、
聴
覚

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
支

援
す
る
手
話
奉
仕
員
を
養
成

●
対
象
　
市
民
か
、
市
に
通
勤

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

で
、
講
座
終
了
後
に
手
話
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な

人

●
定
員
　
先
着
10
人

●
受
講
料
　
無
料

＊
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４

０
円
（
税
込
み
）
必
要

●
申
込
締
切
日
　
４
月
20
日

（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
（
36
）
３
１
３
５

FAX
（
36
）
５
８
５
６

　日の里西小（１月18日）、河東西小（同21日）で、６
年生を対象（有権者）にした模擬選挙が行われました。
これは、架空の市として位置付けられた日の里西市、河
東西市のそれぞれの市長選挙に、３人の先生が立候補し
て行われたものです。
■問い合わせ先
　市選挙管理委員会（事務局総務課）　 ☎（36）1375

　当日は、模擬選挙の前に、児童に選挙をより深く
理解してもらうため、市選管が選挙について話をし
ました。児童には、「投票日に部活動の試合があると

いう理由で、
期日前投票
はできるで
し ょ う か？

（正解は○）」
な ど、 選 挙
に関するク
イズにも取
り組んでも
らいました。

　立候補者の立会演説会は、先生たちの公約「商業
施設の誘致」「増税」「課外授業の強化」などに対し、
公約を言葉どおり受け取るのではなく、さまざまな
角度から見て、プラス・マイナス両面を捉えようと
する児童からの質疑が印象的でした。
　投票は、通常の選挙と同じ形式で、投票箱や記載
台なども実際の選挙用器材を使って行われました。
児童にとっては初めての投票体験。緊張感や高揚感
など、いろいろな気持ちを抱いたようです。
　児童には、この模擬選挙で学んだ「市民の代表を
選出することの意味」、「誰に一票を投じるべきか」
など悩み考えた経験を糧に、主権者として18歳最初
の選挙に臨んでほしいと思います。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

【
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
】

▽
学
校
内
外
で
、
郷
土
の
偉
人

や
郷
士
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

の
設
定

▽
体
験
活
動
の
充
実

▽
海
外
派
遣
事
業
を
実
施

▽
小
・
中
学
校
の
英
語
教
育
を

さ
ら
に
充
実

【
④
ま
ち
づ
く
り
と

　
安
心
な
暮
ら
し
の確

保
】

▽
立
地
適
正
化
計
画
、
公
共
交

通
網
形
成
計
画
を
策
定

　

平
成
29
年
に
市
で
開
催
さ
れ
る
、
国
民
体
育
大

会
、
全
国
植
樹
祭
と
並
ぶ
、
三
大
行
幸
啓
（
ぎ
ょ

う
こ
う
け
い
）
事
業
の
一
つ
「
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」。
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
豊
か
な
市

民
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
行
政
が
や
る
べ
き
事
業

に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本文は、市 ＨＰ http://www.city.munakata.
lg.jp/→「市政情報」→「市長の部屋」で確認を


